










































Development of regional teaching materials for
environmental education in mathematics class
-Practice in subjects of Japanese traditional architectural style-
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図-5 2014年度五箇山と白川郷の月別降水量
表-2 学習感想
のべ人数
（1）合掌造りの特徴 10
（2）降雪量の違い 2
（3）数学の有用性 8
（4）他教科との関連 6
（5）その他 6
した。
生徒M：屋根の傾斜が降水量や雪が関わっていたこ
とを初めて知りました。
（3）数学の有用性
生徒H：生活の中でもっと数学を使って表せるもの
があると分かったし，数字を使うとより，
せっとく力がますことが分かりました。だ
から，生活の中で，数字をもっとつかうよ
うしたいなと思いました。
生徒H：数学の考えで考えてみると，とてもくわし
くわかりました。
（4）他教科との関連
生徒A：私はこの授業で数学はいろいろな教科とか
かわっていることが分かりました。ほかに
もいろいろ探してみたいです。
生徒I： 家庭科や社会の勉強は数学にもつながって
いるのだなと感じました。身近なところに
も，数学はひそんでいるなと思いました。
今日の勉強を生かして，身近な数学を発見
していきたいです。
（5）その他
生徒A：今日の授業では今までの勉強の復習みたい
なものをしました。あらためて昔の人の考
えが分かってよかったです。
生徒N：表面積の求めかたがむずかしかったです。
Ⅴ 考 察
ここでは，生徒の合掌造りの特徴の理解や数学の
有用性の理解について検討する。
（1）合掌造りの特徴の理解
本実践の課題は，「合掌造りの構造が自然環境や
社会環境とどのように適合しているのか」であった。
そのために，授業では「合掌造りの構造」「「小屋
組」の構造」「屋根の表面積」「積雪荷重への対応」
の小問を設定して展開した。教師は，傾斜角度，表
面積，屋根の高さを計算するワークシートを用意し
た。生徒は，実際に計算することを通して，屋根の
構造を理解できたと言える。さらに教師は，図-2
にあるように2種類の屋根の模型を用意した。立
体図形の指導については直方体や立方体の模型を用
いて，点辺面の位置関係を学習するが，立体図形
（モデル化）が現実世界の現象を理解するためにど
のように役立つかという観点では比較的取り上げる
ことは少ない。生徒は，模型をみることで屋根の傾
斜角度の違いを理解し，降雪や養蚕との関わりでき
められていることの理解に役立ったと言える。学習
感想でも，合掌造りの特徴についての記述が多かっ
た。一方，降雪量の違いについての感想は少なかっ
た。その理由として，生徒は，降雪量の違いを合掌
造りの特徴を説明する理由として捉えたため，授業
の主題とはみなさなかったためであると推測される。
（2）他教科との関連性
生徒は，課題を解決するためには，特別活動にお
ける「宿泊学習」，社会科における「山間地域の産
業」，「日本海側と飛騨地域の降水量の違い」など他
教科での学習に関連づける必要がある。生徒の発言
にあった「五箇山の屋根は60°になっているのは，
雪のためっておばあさんも言っていました。」とい
うことについて，生徒は，白川郷と五箇山の降雨量
の実際のデータを折れ線グラフに表すことで（数値
化し考察する），説得力が増すことを理解したと言
える。学習感想において，比較的多くの生徒が，数
学の有用性と他教科との関連を挙げていたことは，
数学と他教科とを関連付けることは，学習に対する
興味・関心を促すと言える。
Ⅵ おわりに
本稿の目的は，中学校数学科で用いる環境問題に
着目した地域教材を開発することであった。そのた
め白川郷と五箇山の合掌造りの題材に関する授業実
践を行った。合掌造りという地域教材を取り入れた
ことで，生徒の意欲や関心は高まったと言える。特
に，生徒の中には，5月の宿泊学習で菅沼合掌集落
を訪れた経験もあり，身近な教材として考えること
ができていた。生徒は，社会や技術・家庭科で学ん
だことを数学で扱ったことで，数値化し考察するこ
とのよさを実感していたと言える。課題学習の題材
として，地域に関する環境問題はふさわしいと言え
る。
参考・引用文献
阿部好貴（2005）：数学教育におけるリテラシーの
育成に関する研究（3）：環境教育へのアプローチ
へ向けて．数学教育論文発表会論文集 38,pp.
679-684．
文化庁（1994）：世界遺産一覧表記載推薦書 日本/
白川郷・五箇山の合掌造り集落．
bunka.ni.ac.jp/suisensyo/shirakawago/
中学校数学科課題学習で用いる環境問題に着目した地域教材開発
―31―
index-j.html
D・Ambrosio,U.（1994）:Onenvironmentalmathe-
maticseducation.ZentralblattfurDidaktik
derMathematik,26（6）,pp.171-174.
Fusaro,B.A.andKenschaft,P.C.（Eds.）（2003）:
EnvironmentalMathematicsintheClassroom.
MathematicalAssociationofAmerica.Cambri-
dgeUniversityPress.
橋本建夫・宮川英樹（1997）：小学校における環境
教育のための地域教材の開発．長崎大学教育学部
教科教育学研究報告，28，pp.41-55．
今井敏博・高居俊美（2000）：「総合的な学習の時
間」における数学的な題材を取り入れた学習の試
み，和歌山大学教育学部教育実践研究指導センター
紀要，10，pp.163-170．
礒田正美（編）（2002）：『数学する心を育てる課題
学習・選択数学・総合学習の教材開発』明治図書．
小寺隆幸（2002）：環境問題の文脈における数学的
リテラシーの考察－中学生は二変量の課題をどう
考えたか－．第35回数学教育論文発表会論文集，
pp.319-324．
小寺隆幸（2004）：『数学で考える環境問題－現実
の資料から関数をつくる－』明治図書．
国立教育政策研究所教育課程研究センタ （ー2007）：
『環境教育指導資料 小学校編』明治図書．
倉井庸維（2003）：高校生を対象とした環境問題に
対する統計教育プログラムの開発研究．日本科学
教育学会第27回年会論文集，pp.423-324．
牧野 宏（2003）：算数・数学でゴミ問題について
考えよう．教育科学数学教育（8月号・549号），
pp.94-98．
松宮哲夫・柳本 哲（編）（1995）：『総合学習の実
践と展開－現実性を持つ課題から－』明治図書．
文部科学省（2008）：『中学校学習指導要領』．東山
書房．
Stephens,M・柳本 哲（2001）：『総合学習に生き
る数学教育』明治図書．
タウト（1939）：『日本美の再発見:建築学的考察』
篠田英雄（訳）．岩波文庫．
横地 清・菊池乙夫（編）（2002）：『環境学習の展
開』明治図書．
碓井岑夫（2003）：地域の教材化，今野喜清・新井
郁男・児島邦宏（編），『新版学校教育辞典』教育
出版．
渡辺伸樹・守屋誠司（2002）：小学校における数学
教育と総合学習（2）－台形の求積公式を環境教育
に生かす－．数学教育学会春季年会発表論文，
pp.132-134．
吉田温子・服部勝憲（2001）：地域にある「ドイツ
橋」の教材化と実践事例．第34回数学教育論文
発表会論文集，pp.573-574．
（2015年10月6日受付）
（2015年12月9日受理）
―32―
